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果 実(２)

① 全体の動向と見通し

（東京都中央卸売市場）１０月と１１月の実績

概況◎

りんご類、みかん類、かき類が中心に出回ったが、主力産地の作柄不良の影響もあり、

総入荷量は期間を通じて前年を下回って推移した。価格は、１０月は前年を下回ったが、

１１月は上回り、特に中旬は前年比約２割高となった。品目毎の価格をみると、りんご類、

なし類などは期間を通じて前年を下回って推移した。

１０月の取扱実績（計） １１月の旬別取扱実績

上旬 中旬

入荷量 前年比 単価 前年比 入荷量 前年比 単価 前年比 入荷量 前年比 単価 前年比

（ｔ） （％） （円/kg） （％） （ｔ） （％） （円/kg） （％） （ｔ） （％） （円/kg） （％）

総数 62,794 95 214 95 19,035 85 214 104 22,026 98 230 123

国内産果実総数 54,408 96 223 92 16,788 86 223 102 19,365 97 243 125

りんご類 8,572 97 222 82 2,810 95 233 91 3,463 123 210 94

りんご（つがる） 1,822 74 170 67 6 106 149 83 1 7 289 164

りんご（紅玉） 677 122 195 75 137 90 230 91 125 116 246 98

りんご（ふじ） 937 129 328 93 1,396 102 285 93 2,425 125 218 91

りんご（王林） 474 84 187 89 330 87 164 88 350 128 153 92

りんご（千秋） 951 90 223 78 6 49 192 113 2 85 167 97

りんご（ｼﾞｮﾅゴールド） 1,910 109 216 84 542 119 165 84 373 149 186 120

なし類 5,163 88 198 96 849 93 240 98 612 98 240 95

なし（新高） 2,461 102 169 90 101 69 229 111 24 39 177 118

西洋なし 239 24 189 69 37 8 248 94 26 8 283 94

ラ・フランス 706 - 284 - 369 - 251 - 334 - 264 -

ぶどう類 2,699 141 483 82 291 132 590 86 152 155 643 99

ぶどう（巨峰） 1,607 128 492 85 183 157 613 79 75 205 716 93

ぶどう（デラウエア） 77 266 393 74 3 - 412 - 0 - 0 -

いちご類 59 101 1,737 83 37 56 2,522 103 173 106 2,160 99

いちご類（とちおとめ） 4 25 2,992 110 19 61 3,136 116 116 186 2,160 91

メロン類 1,527 103 454 99 390 75 554 119 402 86 611 140

メロン(ｱｰﾙｽ) 1,081 110 525 96 314 76 602 119 327 85 660 142

メロン(ｱﾝﾃﾞｽ) 51 102 269 85 9 54 382 111 13 110 382 106

みかん類 22,762 95 171 91 8,571 83 190 109 11,072 91 207 146

かき類 11,390 91 219 97 3,467 82 183 101 3,010 91 211 113

かき（平核無） 2,791 88 210 98 1,387 80 171 99 877 78 200 109

かき（富有） 825 75 275 99 919 69 220 107 1,368 91 227 116

国外産果実総数 8,386 90 153 126 2,246 78 148 118 19,365 97 243 125

品
目

区
分
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（東京都中央卸売市場）（１２月の見通し）

概況◎

りんご類、みかん類を中心に、いちご類、かき類、アールスメロン等が年末需要に向か

って積極的な出荷が行われる。

りんご類は青森、山形、長野が３大産地となり、入荷量は一部に生育の遅れもあり前年

を下回るが、価格は前年比１０５％となる見込み。みかん類は、愛媛、和歌山、熊本が３大

産地となり、結果樹面積の減少等により入荷量は前年比１割強減となるが、価格は、糖度

の高い高品質のものが期待され前年比４割高となる見込み。いちご類は、栃木の「とちお

とめ」と福岡の「とよのか」が中心となるが、入荷量は低温による生育遅れが見られるため

前年を下回るものの、価格は前年を上回る見込み。かき類は、福岡、愛媛、岐阜が３大産

地となり、入荷量は前年を大きく下回り、価格は前年比２割高となる見込み。

消費が依然として緩慢な状態が続き、年末のまとめ買いも年々敬遠されつつあるが、年

末年始に向けての積極的な販売対応が必要となっている。

区
分

入荷量（ｔ） キロ当たり単価（円） 山形県産前年１２月実績

品
目 前年実績

前年比見
込（％）

5ヵ年平均 前年実績
前年比見
込（％）

5ヵ年平均前年入荷量
前年占有
率（％）

りんご類 7,270 95 6,417 199 105 246 1,518 20.9

りんご類（ふじ） 6,000 99 5,196 193 105 245 1,491 24.8

りんご類（王林） 550 95 531 174 105 207 26 4.8

りんご類（ｼﾞｮﾅｺﾞｰﾙﾄﾞ） 198 95 182 239 100 257 - -

りんご類（紅玉） 187 100 153 211 100 282 - 0.2

西洋なし 703 105 810 360 95 330 582 82.7

ぶどう類 154 90 159 562 105 661 1 0.6

ぶどう（巨峰） 17 200 15 1,032 105 1,190 1 4.8

いちご類 3,654 94 3,263 1,532 106 1,714 1 -

いちご類（とちおとめ） 1,400 95 1,010 1,605 110 1,749 1 -

いちご類（とよのか） 1,426 90 1,450 1,442 105 1,655 - -

メロン類 1,859 92 1,863 698 110 818 - -

メロン(ｱｰﾙｽ） 1,519 92 1,513 759 110 895 - -

みかん類 53,900 85 50,279 143 140 193 - -

かき類 3,207 75 3,875 252 120 236 38 1.2

かき（富有） 2,369 70 2,871 267 120 251 - -

かき（平核無） 49 80 244 244 120 215 37 76.8

ほしがき 1,026 110 1,009 1,321 95 1,338 72 7
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☆ 西洋なし
（１）１１月の販売状況

１０月下旬からラ・フランス主体の入荷となり価格は前年並に近づいた。

１１月は本県産ラ・フランスが約９割のシェアを占める。上旬は前年下回る入荷量で、価格

は前年比９５％、中旬は前年を上回る入荷量となったため、価格は前年比８８％と一層下回っ

た。

本年産は、糖度高く食味良好で、大玉傾向に仕上がっていて、内容的には問題なしとの市

場関係者の声であるが、市場全体に広がる果実の安値傾向に引っ張られた形となっている。

下旬からは贈答需要が出始めたが、食べ頃なものの提供と試食宣伝により、より一層認知度

を上げることが課題である。

東京都中央卸売市場扱い。※

※ 平年は平成９年から１３年までの平均値。平年単価は５カ年単価の単純平均。

ラ・フランスは山形産、需要に合わせ出荷（２）１２月の見通し

１２月も山形産が８２％を占め、ラ・フランスでは９０％以上となる。そのため、山形産の動向

いかんによる市場展開となる。本県産の入荷量は、これまで前年を下回っているため、１２月

は前年を上回る入荷量が見込まれる。一方、例年１１月下旬からはギフト商材として需要の高

まりが見られることから、１２月の価格は前年並を期待したいが、果実全体の安値傾向による

影響から前年をやや下回る見込み。

上旬     入荷量： 406ｔ （前年比 83 ） 価格： 250.7円/ｋｇ （前年比 95 ）
中旬     入荷量： 360ｔ （前年比 109 ） 価格： 265.4円/ｋｇ （前年比 88 ）

西洋なしの市場動向
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入荷量 価　　格 旬別相場予想推移
740ｔ 341円/ｋｇ 上旬
前年比　105% 前年比　95% 中旬
平年比　91% 平年比　103% 下旬

主な生産県の入荷見込み（１２月 ）
県名 前年 前年シェア 前年比入荷 作 柄 概　況

入荷量（ｔ） （％） 見込（％）

山 形 県 582 82.3 105

１０月２８日頃から予冷追熟品が入荷した。果実肥大が良好で例年
より大玉、糖度も上々で内容的には十分。収穫量は台風の影響で
前年を下回っているが、現在までの入荷が遅れているため、１２月
は前年を上回る入荷となる。


